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日本の資源と産業プリン
ト 名前

問1 日本の農業に関する記述として、25年間で就業人口が約4割にまで減少し、就業者の10人のうち7人が65歳以上となった統計結果から読み取れ
る、最も深刻な懸念事項はどれか。 （2022年 三重県公立入試 類似）

1. 農業労働力の不足と、それによる
国内生産基盤の弱体化

2. 兼業農家の増加に伴う、農業所得
への依存度の低下

3. 若年層の就業希望者の急増による
、農地面積の不足

4. 食料自給率の劇的な向上と、余剰
農産物の廃棄問題

問2 日本では、金などの鉱物資源の国内産出量が、中国やオーストラリアといった主要な産出国に比べて極めて少ない状況にあります。このような
背景から、廃棄された携帯電話や家電製品に含まれる有用な金属を回収し、再び資源として活用する取り組みを、ある場所に例えて何といいま
すか。 （2018年 愛媛県公立入試 類似）

1. リサイクル工場 2. 最終処分場 3. 都市鉱山 4. クリーンセンター

問3 北陸地方や東北地方では、広い耕地を活用した稲作が盛んですが、近年では米の消費量の減少に対応するため、生産調整を行う一方で、より市
場価値の高い米を作る努力が続けられています。この地域において、単なる収穫量の確保だけでなく、地域のブランド力を高めるために行われ
てきた工夫として、最も適切な説明はどれですか。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. 他地域より収穫を大幅に早めるた
め、温暖な気候を利用した二期作を
導入した。

2. 米の生産を休止する代わりに、大
規模な施設園芸への転換を全域で行
った。

3. 収穫量を増やすことのみを目的と
して、農薬を大量に使用した栽培を
広めた。

4. 冷害に強く、かつ食味の優れたブ
ランド米の品種改良を進めた。

問4 東京都中央卸売市場における農産物の流通において、季節ごとに主産地が変化する様子を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
なお、1月の取扱数量1位は静岡県、3月と11月は茨城県、8月は長野県であるという統計に基づき考えてください。 （2022年 長野県公立入試 類似）

1. 春と秋は、消費地から遠く離れた
九州地方などの遠隔地からの出荷が
、市場の大部分を占める。

2. 1年を通じて、茨城県などの東京
都に隣接する県が、すべての月で取
扱数量の1位を維持している。

3. 冬の間は、日照時間が短く積雪の
多い日本海側の地域が、主要な供給
地として出荷を伸ばす。

4. 夏の間は、冷涼な気候を活かして
野菜を生産する長野県などの高冷地
が、主要な供給地となる。

問5 日本の食料自給率の推移を、野菜・果実・小麦の3つの品目について示した統計において、それぞれの自給率の傾向を説明したものとして最も適
切なものはどれですか。 （2023年 大分県公立入試 類似）

1. 果実は国内での栽培に適している
ため高い水準で安定し、野菜は中程
度、小麦は消費が減ったため最も低
い水準で推移している。

2. 野菜は高い水準で安定しているが
、小麦はパン食の普及により中程度
まで上昇し、果実が最も低い水準で
推移している。

3. 小麦は大規模な機械化が進んでい
るため高い水準で安定し、果実は中
程度、野菜は輸入が増加したため最
も低い水準で推移している。

4. 野菜は鮮度を重視する特性から高
い水準で安定し、果実は中程度、小
麦は輸入依存度が高いため最も低い
水準で推移している。

問6 日本の主要な貿易拠点における輸出品目の特徴をまとめたデータにおいて、千葉県に位置する成田国際空港と、神奈川県に位置する横浜港の輸
出に関する説明として正しいものはどれですか。 （2018年 兵庫県公立入試 類似）

1. 成田国際空港では通信機や医薬品
などの高付加価値製品が、横浜港で
は完成車などの自動車が主な輸出対
象となっている。

2. 成田国際空港では鉄鋼や石油化学
製品が、横浜港では集積回路や電子
部品が主な輸出対象となっている。

3. 成田国際空港では衣類や食料品な
どの軽工業製品が、横浜港では鉄鉱
石や石炭といった原料が主な輸出対
象となっている。

4. 成田国際空港では自動車本体が、
横浜港では原油や液化天然ガス（LN
G）などのエネルギー資源が主な輸出
対象となっている。

問7 1950年代から1970年代にかけて整備が進んだ日本の水道事業が、現代において直面している課題とその背景について述べた文として、最も適
切なものを一つ選びなさい。 （2022年 宮崎県公立入試 類似）

1. 水道事業の運営資金はすべて国の
税金で賄われているため、地方公共
団体の財政状況は水道管の更新に影
響しない。

2. 高度経済成長期に整備された水道
管の老朽化が進んでおり、事業を運
営する地方公共団体による計画的な
更新が課題となっている。

3. 大正時代から使用されている水道
管の老朽化に対し、国が全国一律の
料金を設定して改修費用をすべて負
担している。

4. 高度経済成長期に整備された水道
設備はすべて更新が完了したため、
老朽化の問題は解決している。

問8 日本の2023年における資源の輸入先について、鉄鉱石の輸入割合でオーストラリアに次ぎ、全体の約3割（30.9%）を占めている南アメリカの
国はどこですか。 （2026年 宮崎県公立入試 類似）

1. ブラジル 2. カナダ 3. 南アフリカ 4. カタール

問9 多くの地場産業は、安価な輸入製品との競争や後継者不足などの課題を抱えています。こうした中で、地域の伝統的な産業を維持・発展させる
ための取り組みとして最も適切なものはどれですか。 （2016年 群馬県公立入試 類似）

1. コストを削減するために伝統的な
工程を廃止し、すべて機械による自
動化に切り替える。

2. 伝統的な技術に現代のデザインを
融合させ、独自のブランド化を推進
する。

3. 原材料をすべて安価な外国産に変
更し、価格競争力のみを追求する。

4. 販売網をその地域内だけに限定し
、外部への情報発信を控える。

問10 近畿、中国・四国、九州地方の主要な府県である大阪府、広島県、福岡県の3地点における1990年と2010年の人口統計を比較したとき、すべて
の地点および時期において共通して成立する記述として正しいものはどれですか。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 昼間人口と夜間人口の差が、20年
間の間に完全になくなっている。

2. 昼間人口が夜間人口を上回ってい
る。

3. 夜間人口が昼間人口を上回ってい
る。

4. 1990年時点よりも、2010年時点
の方が夜間人口が大幅に減少してい
る。

問11 日本の諸地方を比較した統計において、ある地方は鉄道による旅客輸送量が年間約49億人に達しており、これは関東地方に次いで多い数値とな
っています。大阪・京都・神戸を中心とした都市圏が形成され、鉄道網が高度に発達しているこの地方はどこですか。 （2017年 山形県公立入試 類似）

1. 近畿地方 2. 中部地方 3. 中国・四国地方 4. 東北地方

問12 日本国内における水産物の需要低下に対応するため、宮崎県などの自治体や水産事業者が行っている取り組みの説明として、最も適切なものを
次のうちから1つ選んでください。 （2022年 宮崎県公立入試 類似）

1. 水産物の国内における購入量を法
的に制限する取り組み

2. 国内で消費する全水産物を輸入に
切り替える取り組み

3. 沿岸地域で行う遠洋漁業の規模を
大幅に縮小する取り組み

4. 海外市場に向けた水産物の輸出拡
大を推進する取り組み
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

農業労働力の不足と、それによる国内生産基
盤の弱体化

農業就業人口が大幅に減少し、さらに7割が高齢者で占められるようになった現状は、農業を
支える中心的な労働力が不足していることを示しています。これにより、農作業の継続が困難
になる農家が増え、日本の食料を国内で生産する基盤そのものが揺らぐことが懸念されていま
す。若年層の増加や自給率の向上といった事実は見られず、むしろ労働力確保のためのスマー
ト農業の導入や、外国人材の活用などが議論される背景となっています。

問2 答え 3
都市鉱山

廃棄された電子機器の中には、金や銀、レアメタルなどの貴重な資源が豊富に含まれています
。日本のように天然の地下資源が少ない国において、これらの廃棄物を貴重な資源の供給源と
捉える考え方を「都市鉱山」と呼び、持続可能な社会を築くための重要な手段となっています
。

問3 答え 4
冷害に強く、かつ食味の優れたブランド米の
品種改良を進めた。

北陸や東北地方は、冬の積雪や夏の冷害という厳しい自然条件がありますが、それを乗り越え
るために品種改良という技術革新が行われてきました。単に寒さに強いだけでなく、消費者の
ニーズに合わせた「美味しいお米」を開発することで、全国的なブランドとしての地位を確立
しています。施設園芸への完全な転換や、温暖な気候を前提とした二期作は、この地域の地理
的特徴とは一致しません。

問4 答え 4
夏の間は、冷涼な気候を活かして野菜を生産
する長野県などの高冷地が、主要な供給地と
なる。

日本の農業では、気候条件の違いを利用して、異なる地域が時期をずらして同じ品目を出荷す
る「産地リレー」が行われています。東京都に近い茨城県などは春や秋に多く出荷し、夏には
冷涼な長野県などの高冷地、冬には温暖な静岡県や九州地方が主産地となります。これにより
、都市への安定的な食料供給が可能になっています。

問5 答え 4
野菜は鮮度を重視する特性から高い水準で安
定し、果実は中程度、小麦は輸入依存度が高
いため最も低い水準で推移している。

日本の食料自給率は品目によって大きな差が見られます。野菜は鮮度が求められるため、消費
地に近い国内で生産される割合が高く、自給率は比較的高水準を維持しています。一方、小麦
はパンや麺類としての需要が高いものの、広大な土地を利用した大規模な外国産との価格競争
が難しいため、多くを輸入に頼っており、自給率は極めて低い状況にあります。果実はその中
間の水準となっています。

問6 答え 1
成田国際空港では通信機や医薬品などの高付
加価値製品が、横浜港では完成車などの自動
車が主な輸出対象となっている。

成田国際空港は、航空機を利用して小型・軽量で価格が高い「高付加価値製品」を輸送する拠
点となっており、通信機や医薬品、電子部品などが輸出の上位を占めます。一方、横浜港は京
浜工業地帯に隣接する歴史ある港であり、自動車（完成車）などを大型船で輸出する拠点とし
て機能しています。自動車の輸出額では名古屋港が全国1位であることが多いですが、関東で
は横浜港がその重要な役割を担っています。

問7 答え 2
高度経済成長期に整備された水道管の老朽化
が進んでおり、事業を運営する地方公共団体
による計画的な更新が課題となっている。

高度経済成長期に集中的に整備された水道管などのインフラは、整備から長い年月が経過した
ため老朽化が進んでいます。水道料金収入をもとに独立採算で運営する地方公共団体にとって
、老朽化した設備の維持管理や更新費用をどのように確保・運用していくかが大きな課題とな
っています。

問8 答え 1
ブラジル

日本の鉄鉱石の主な輸入相手国はオーストラリアとブラジルです。南アメリカに位置するブラ
ジルは豊かな鉱物資源に恵まれており、鉄鉱石の主要な輸出国となっています。

問9 答え 2
伝統的な技術に現代のデザインを融合させ、
独自のブランド化を推進する。

地場産業が生き残るためには、伝統的な技術という強みを活かしつつ、現代の生活様式に合わ
せた製品開発やブランド化を行うことが重要です。これにより、安価な大量生産品とは異なる
「付加価値」を高め、国内外の市場で差別化を図る動きが広がっています。

問1
0

答え 2
昼間人口が夜間人口を上回っている。

地方中枢都市やそれに準ずる機能を持つ府県では、長年にわたり広域から人口を吸収する構造
が変わっていません。統計によれば、1990年時点でも2010年時点でも、大阪府、広島県、福
岡県といった地域では、昼間に活動する人口が居住人口を常に上回っています。これは、これ
らの地域が各地方における経済や行政の拠点としての役割を継続して担っていることを示して
います。

問1
1

答え 1
近畿地方

京阪神（京都・大阪・神戸）を擁する近畿地方は、日本で第2位の規模を持つ都市圏を形成し
ています。密集した人口と活発な都市活動を背景に、JRや複数の大手私鉄が緻密な路線網を構
築しているため、統計上の鉄道による旅客輸送量は、他の地方と比較して突出して多いという
特徴があります。

問1
2

答え 4
海外市場に向けた水産物の輸出拡大を推進す
る取り組み

人口推移や購入量の変化に伴い国内市場が縮小する中、宮崎県をはじめとする地域では、新た
な需要を獲得するために海外への水産物の輸出拡大を目指した取り組みが進められています。


